
 

 

 

 

日時 :  ２０１６年１１月５日（土）13：30 ～ 17：00  

場所 ： 沖縄キリスト教学院 SHALOM会館１－１教室 

基調講演講師：  Marcos Benevides（桜美林大学専任講師） 

演題： タスクベース授業 ―「英語でのコミュニケーション」を機能させる― 

Task-Based Language Teaching: Making ‘English Communication’ Work 

 

講演概要：タスクベース授業（TBLT）は、もはや新しいアプローチではありません。コミュニカティブ言語教育に

おいてメジャーとなり、著名な研究者や理論家からその有効性を認められるようになって、20 年余にな

ります。今日では、TBLTがしっかりした教授法であり、適切に導入されれば、どの年齢層、どの文化コ

ンテキストにおいても効果的であるということは疑いようもありません。しかし、TBLT が注目を集め、

その有効性が認められるようになっても、まだ教育現場に充分広がっていません。その理由は様々ですが、

伝統主義者たちの新しい教授法への拒否感、文化的背景の違いによる難しさ、授業計画に役立つ枠組みや

教材開発の欠如、また、提唱した「専門家」が、その理論を授業で実践できるような明確で説得力のある

ものに適用・開発できていない等の問題が挙げられます。第一部：講演の部では、TBLTについて簡潔か

つ充分な説明を行います。TBLTアプローチに関する理解のレベルにかかわらず、どの言語を教えている

方にも興味深いものとなるでしょう。その後、第二部で実践型ワークショップを行い、参加される皆さん

に新しいアクティビティを紹介し、TBLTの枠組みで授業案を作成する方法を学んでいただきたいと思い

ます。 

 

講師略歴： TBLT や多読を専門とする EFL 教師、ELT コースブック著者。著書に Widgets（Pearson 

Longman、2008年、共著）、Fiction in Action: Whodunit（ABAX、2010年、共著）など。現

在、Choose Your Own Adventure シリーズ（マグロウヒル社）とアタマイイシリーズ（アタマ

イイブックス）のシリーズエディターを務めており、アタマイイシリーズは 2015 年 British 

Council ELTON においてノミネートされ、国際多読教育学会 2015 Language Learner 

Literature awardsにおいては金賞、銀賞を受賞している。桜美林大学専任講師。 

― プログラム ― 

13：30～15：00    ＜第一部＞ 講 演 

15：30～17：00    ＜第二部＞ ワークショップ 

17：00～18：00 懇親会（本学内カフェラウンジ） 

 

＊講演会・ワークショップ参加費： 無料 

＊英語での講演 Lecture in English 

 

問い合わせ先：教務課（担当：早川） 

TEL：098-946-1253 / E-mail：grad@ocjc.ac.jp 


